
疾患モデルの意義とその具体例

はじめに
難病の原因を探ったり治療法を開発するためには「モデル」が必要です。人間の病気を完全に再現す
ることは困難ですが、様々な「モデル」を用いることでそこから見えてくるものがあります。ここで
は疾患のモデル化についての一般論を簡単にお示ししつつ、私たちが作成したモデルについても発表
します。
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人が病気になる過程を再現する『モデル』が
できれば、病気の症状が出る前に何が起きて
いるのかを調べたり、新しい予防法や治療を

試したりできるのに、、、

←  生きている人間の脳を研究の
ために取り出すことはできない。
人間の脳そのものを水槽の中で
生かして研究をすることもでき
ない。

数理モデル

例：構造力学・流体力学を用いた血管系ネットワークモデルの
シミュレーション、血流動態のシミュレーションモデル。

脳のネットワークのシミュレーションは現状では困難だが、
今後の科学の発展やＡＩの利用次第ではどんどん重要になるかも。

細胞モデル

例：病気の原因になるたんぱく質
が溜まると光る細胞を作って、
色々な薬の候補をかけて変化
を見る。
（レポーター細胞を用いた
ドラッグスクリーニング）

例：難病の患者さんの細胞から
iPS細胞を作り、
機能やたんぱく質の変化を
調べたり、
ドラッグスクリーニングな
どに使用。

動物モデル
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パーキンソン病
日本に10万人以上の患者さんがいる“難病”で治療法がありません。
脳の「ドパミン神経」がじわじわと減って「ドパミン」が少なく
なることで体の動きが悪くなると考えられていますが、なぜ細胞
が減っていくのか分かっていません。
マウスにある種の毒物を与えれば「ドパミン神経」が障害される
ことが分かっていますが、これでは「じわじわ細胞が減る」原因
を再現できていません。

原因が分からないのに、どうやってモデル動物を作るの？

１．亡くなった患者さんの脳を調べる
→  健康な人にはない塊があった。

２．塊の成分を調べる
→  アルファシヌクレインという
タンパク質だった。

３．脳に人間と同じ、たくさん
のアルファシヌクレインが
溜まるマウスを作成。

（＋特に悪いアルファシヌク
レインができるように
遺伝子改変）

200年間いろいろな研究者が研究して
いるのにまだわからない難病

動物モデルの具体例

パーキンソン病の謎を解明＆治療法の開発
→ 難病が治せる未来へ

我々は京都大学動物実験教育訓練を受け、京都大学動物実
験委員会の承認を受けた実験計画でのみ実験動物を扱って
います。
また、実験動物の愛護に関する国際的な基本理念である3R
の原則を徹底すると共に、医学の発展に貢献してくれた動
物たちへの感謝と敬意を忘れません。
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結果

普通のマウス アルファシヌクレインマウス

より毒性の強いアルファシヌクレインが溜まって、
ドパミン神経細胞の減少が再現できた。

さらに、嗅覚低下や睡眠行動異常が見られた。
実はこれらはパーキンソン病の初期症状！

このマウスを解析
・血液を分析；見つかった物質を人間でも調べれば、パーキンソン病の早期診断が可能に？
・遺伝子発現を分析；詳しいメカニズムが明らかに？
・「Ｘ」という薬を投与したら
－アルファシヌクレインが溜まらなくなる？神経細胞が減らなくなる？
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